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Temperature  and  chemical  composition  of mineral  water  in newly  opened  two  drill holes

in  the Kanno-kawa  area, Tsukui-machi,  Tanzawa  mountains.
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(Abstract)

Two  90 m  drill holes were newly opened at Choja-goya and Hikage-zawa, Kanno-kawa  area

respectively.

The  temperature gradient of Choja-goya is 4.1°C/100 m  in the depth of 18-36 m  and 2.7°C/

100 m  in 64-87 m. Distinct temperature gradient was not observed between 36 m and 64 m  pro-

bably due to circulation of ground water through fracture zone.

Reliable temperature gradient was not observed in 88.9 m  drill hole at Hikage-zawa. Some

steep temperature gradient of 8°C/100 m  in the depth of 85-88.9 m  may  be local anomaly.

The  terrestrial heat flow of the area is about 1 heat flow unit, which is almost comparable

with that of the sedimentary region of the Tanzawa  mountains.

Mineral waters discharged from  the two  bore holes are considerably high in pH  ranging

from  9.85 to 10.46. With  increasing depth of bore hole chemical property of the water changes

towards the same  property of the Nakagawa  hot springs of the Tanzawa  mountains. Mineral

water having the same  chemical composition as the Nakagawa  hot springs can  be  expected by

drilling of 600-1,000 m  hole in this area. Temperature  of the water, however, will be hard to

go up above 40°C.
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鈴木彰，竹内矩夫，田中慎一郎，山川精一，横倉輝夫

（神奈川温研）大木靖衛，荻野喜作，平野富雄，小鷹滋郎，守矢正則，広田茂，小沢清，田嶋磋子
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ま え が き

津久井町神の川流域長者舎，日陰沢橋(神の川ヒュッテ)の２ケ所においてそれぞれ深度約90 m

のテスト・ボーリングを実施した。地表の地質調査によって泉源調査に最も重要と考えられた幾

つかの地点から，長者舎，神の川日陰沢橋の２ケ所を十分検討したのちに選定して，ボーリング

を実施した。

ボーリング作業の進行と同時に孔内水温，孔底温，湧水の状況などについて詳細な測定を行な

った。

作業期間は次の通りである。

１号井　昭和43年７月10日～７月29日

２号井　昭和43年８月２日～８月22日

試錐作業にあたっては津久井町武内奥三郎町長，青根支所長山崎公明氏，神奈川県環境衛生課

清水利貞課長，岩田義徳主任技師，神奈川県温泉研究所関本一雄所長，穐津正雄庶務課長, 鶴屋

旅館湯川リV 氏をはじめ地元の諸氏から多大の御援助をいただいた。ここに記して深く感謝申し

上げる。

試錐地点の選定

丹沢山地では中川温泉，七沢温泉のようなアルカリ性(pHlO) の温泉が広範囲の地域から湧出

する可能性がある。 このような温泉は岩盤の亀裂に沿って生じた沸石脈と深い関係を持ってい

る。丹沢山地で現在までに測定された地温勾配は丹沢山地の中央部に露出する石英閃緑岩休中で

やや大きく(3 ～5 °C/100ra),   石英閃緑岩を とりまいて分布する丹沢層群中で著しく小さい

(2 °Ｃ/100m) 。少しでも温度の高い温泉を求めるには，なるべく石英閃緑岩体に近い地点が好

ましい。

石英閃緑岩の貫入後に角閃石安山岩，石英斑岩の大規模な貫入があり，この岩脈は丹沢山地で

最も若い火成岩体である。丹沢山地の地質条件を十分に考慮して試錐地点は次の３条件を満足す

る地点でなければならない。

(1)   丹沢石英閃緑岩体になるべく近い谷間の地点であること。

(2) 沸石脈に富む地帯であること。

(3) 角閃石安山岩，石英斑岩の岩脈の多い地帯であること。

調査用ボーリング孔の深度100m  以内で地温勾配が正しく測定されるために，なるべく谷底に

近い地点であることがのぞましい。十分検討の結果，長者舎と日陰沢橋の２地点が試錐調査地点

に決定された。
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1 号井（長者舎）

図１は長者舎試錐地点の略図である。昭和43 年７月10  日より作業を開始し,   87.1m 掘さくし

て,同年７月29日終了した。図２は本試錐工事の工程表である。 図３は本孔の地質柱状図および，

孔井構造図である。地表より3.27in までが崖錐堆積物,   3.27～18.14m  は凝灰角疎岩,  18.14m 以

深は凝灰角練岩を貫く角閃石安山岩（ 石英斑岩）である。図４は本孔井掘さく中毎朝工事開始前

に測定した孔底の温度一深度図である。 深さ18m ～36  m まで地温勾配は4.1 °C/lOOm,    36m ～

64  mは亀裂湧出帯で地温がかく乱されている。 64～87  mまでの地温勾配は2.7 °C/100m である。

図５は各深度における１分当りの掘進速度図である。 深さ40～55m 附近の掘進速度の大きい事と

湧水亀裂の地温勾配かく乱とがよく一致している。図６はメタルクラウン（56mm ）l 個当りの掘

さく量度数分布表である。メタルクラウン1 個で普通の場合約2m の掘さくが可能である。 図７

は孔内静水位の変化図である。深さ36  mを過ぎて，孔内水位は約lm 上昇し,   65m に達して自噴

したことを示す。表１は，掘さく終了後約２ヶ月して揚水試験をしたときの湧水の化学分析表で

ある。I≪9.8のアルカリ性泉水である事が大きな特徴である。

なお，本孔の掘さくにはベv トナイトは使用せず，清水を用いて掘さくした。本孔のある沢の

水の分析値は表３に示した。

図１　１号井附近地形略図 図２　１ 号井 工 程図



113　1 号井孔内柱状図

図4　1 号井孔底温度図

図５　１号井掘進速度図 図６　１号井メタルクラウl/l ケ当り椙さく量



図８　８ 号井 附 近 地 形 略 図

図７　１号井孔内水位変化図

２号井（ 日陰沢橋）

図８は日陰沢橋試掘地点（２号井）の略図である。昭和43年８月２日より作業を開始し，同年8

月22日に終了した。図９は本試錐工事の工程表である。掘さく深度は88.84m である。 地衣から

3 m までが崖錐堆積物,   3m 以深は孔底まで角閃石を合む石英斑岩（角閃石安山岩）である。 図

10は掘さく中，毎朝作業開始前に測定した孔底温度一深度図である。 本孔井の地温は異常で深度

85m を過ぎるまで良好な地温勾配が測定されなかった。85  m から88.8m までの間の地温勾配は

8 °Ｃ/100m の急勾配であるが，恐らく局部的な現象であろう。　図12は各深度における１分当り

の掘進速度図である。本地点の石英斑岩は石英の含有量が大きいために硬く,   41m より66 mまで

ダイヤモンドビットを用いた。岩石は割れやすく容易にはコアーとして採取されなかった。大部

分はスライムとして排除された。したがって, 1 号井と異なり，ベントナイトを使用した。 図13

はメタルクラウVI 個当りの掘さく量度数分布図である。　１号井のメタルクラウン掘 さ く 量 図



（図6 ）と比較して,   2号井の場合はメタルクラウy  1個

で50cmを掘進出来ない場合の多い事に注意したい。図14は

本孔井の掘さく中の孔内水位変化図である。　深さ36.5  m

より自噴した。自噴水量は0.7ぶ／mm である。

表２は本孔掘さく終了１ヶ月後に揚水試験，および採水

器によって孔内各深度から採水した孔井水の化学分析結果

である。pHlOのアルカリ性泉水が特徴である。

図10　2号井孔底温度図 図11　2 号井孔内柱状図

図９　２ 号 井 工 程 図



図12　2号井掘進速度図

図14　2 号井孔内水位変化図

図13　2 号井メタルクラウンl ケ当り掘さく量



水　質

表１は１号井の揚水テストのとき採取した孔井水の化学分析

値である。表２は２号井の孔井水を色々の状態で採集した分析

値である。いづれも孔井水のpHが高く10に達し，アルカリ性を

示している。参考までに附近の沢の水の化学組成を調べたもの

が表３である。表４には丹沢山地に湧出する温泉，鉱泉の化学

組成を掲げた。丹沢山地の地下水は温泉に限らず著しくPHが高

い。鶴巻温泉だけは化石海水型の泉水で著しく性質が異なって

いる。

神の川流域の深部の地下水の特徴を図16, 17 によって考察す

る。 溶存陰 イオン比Σco2 －so4 一一ci- 図（ 図16 ）に おい

て，河川の水はΣＣ０２に富むが，中川温泉ではΣCO2 は他の成

分に比して相対的に少くなる。１号,   2号井の泉水は丁度その

中間にあって，地表水から中川温泉型の泉質に移化する中間的

性質をもっている。つまり地下深部の水は中川温泉型になって

いることを暗示する。

Na －Mg －Ca 図（図17）においても全く同様な傾向を認め

ることが出来る。地表水はMg,  Ca に富んでいるが，中川温泉

はNa がiS;も卓越している。 １号井，2 号井の泉水は 丁度地表

水と中川温泉の中間にあって，地表水から中川温泉型の泉水に

移化する過程のものであることが知られる。

表　 １

①　
１　号　孔

採水年月日

水　　温
( ゜C)

気　　 温
( °c)

揚 水 量
(1/min)

I≪

蒸発残座
(ppm)

43. 9. 20

( ポンプ揚水)

13.1

21.7

6.1

9.80

99.5

K ゛

Na ゛

Ca2 ゛

/g2+

計

ppm
0.700

20.8

7.178

0.416

29.1

mMol
0.0179

0.905

0.1791

0.0171

ci-

SO42-

HCOs-

COgZ ｀

OH-

HSiO3-

SiOgZ-

計

2.46

19.49

28.74

4.77

1.07

13.64

0.08

70.25

0.0693

0.2029

0.4710

0.0795

0.0630

0.1770

0.0011

H2SiO3

HBOo

C02

計

11.06

0

0

11.06

総　　 計 110.4

分析者　平野富雄



表　　　 ２

②　　　　　　　　　②
2 号孔－１　　

１　　
２号孔－２

④
２号孔－3

③
２号孔－４

採水年 月日

水　 温（゜c）

気温（℃）

揚 水 量
（i/min）

pH

蒸発残渣
（ppm ）

43. 8. 23
(掘さく終了２日後，

自噴) 16.0

23.5

0.7

10.0

103.3

-
ppm　l　mMol0.680　　0.0174

1
20.0　　1　0.870

7.623　　0.1902

0.090　　0.0037

28.3

43. 9. 20

(ポソプ揚水)

16.1

22.0

3.0

10.46

123.6

43. 9. 20
(50m の水，採水器に

よる) n.d

22.0

-

10.11

n.d

43. 9. 20
(80 mの水, 採水器に

よる) 14.2

22.0

-

9.85

112.9

K ゛

I　　　

Na ゛

Ca2 ゛

Ⅳg2 ゛

｜　　　 ＝計１　　 ¨

ppm0.574

19.9

14.62

0.138

35.2

mMol0.0147

0.865

0.3648

0.0057

ppm
0.610

19.9

10.39

0.123

31.0

mMol0.0156

0.865

0.2593

0.0051

ppm
0.460

23.0

7.768

0.)58

31.3

mMol0.0118

1.00

0.1938

0.0024

ci-

SO42-

HCOs-

CO32-

I　　　

OH-

HSiOQ-

i　　SiO32-

＝｜　 計

3.29

27.60

4.69

3.91

1.70

19.23

0.19

60.61

0.0928

0.2873

0.0769

0.0652

0.100

0.2495

0.0025

3.86

28.37

15.87

2.43

4.97

31.34

0.87

87.71

0.109

0.2953

0.2601

0.0405

0.292

0.4066

0.0114

3.71

29.52

22.32

4.98

2.26

24.29

0.30

87.38

0.105

0.3073

0.3657

0.0830

0.133

0.3151

0.0039

2.99

38.14

0

3.99

1.22

22.53

0.16

69.03

0.0848

0.3970

0.0665

0.0720

0.2923

0.0020

HsSiOs

HBO  2

C02

計

9.74

n.d

o

9.74

5.71

n.d

o

5.71

9.84

n.d

o

9.84

15.00

0

0

15.00

ｉ　
ｓ　　　 計I    98.7

｜　　　　　，
1 128.6　　　　　1 128.2

1 115.3

分析者　　平野富雄　田嶋瑳子
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表 ３

⑥　　
１号孔横の沢水

⑦　　
２号孔横の沢水

採水年月日

水　　温（O

気 温（O

pH

蒸発残渣（PPm）

43. 7. 21

16.2

28.5

7.38

n.d

43. 8. 18

16.2

23.1

7.48

51.1

K ゛

Na+

Ca2 ゛

Mg2 ゛

＝計

ppm
0.364

4.50

12.63

1.552

19.05

mMol
0.0093

0.196

0.3151

0.0638

8唱o

2.83

9.448

0.840

13.72

mMol
0.0153

0.123

0.2357

0.0345

c ＼-

SO42“

HCOs ‘

CO32“

｜

i　　　 計

1

，　　H2SiO3

｜　　C02

l｜　　　 ＿
i　　 計

4.20

3.40

54.58

0

62.18

0.119

0.0708

0.8945

3.17

6.41

31.92

0

41.50

0.0894

0.0665

0.5232

25.73

5.24

30.97

10.56

2.46

13.02

総 計 112.2 68.24

分析者　　平野富雄　田嶋縒子
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表　　　 ４

中川温泉(北沢源泉)
⑨箒沢テストボーリング　⑩七沢温泉（県温泉療養施

設）⑪鶴巻温泉（ゆたか源泉）　

採水年月日

泉 温　（O

深 さ　（ｍ）

湧出量（/min ）

I≪

蒸発残座（ppm ）

43. 1. 23

40.2

295

124

9.73

615.0

39. 6. 20

14.1

52.7

-

9.58

91.8

40. 12.   16　　　　　42.   10. 7

22.1　　　　　　　　　36.8

506　　　　　　　　　500

45.8　　　　　　　270

9.6　　　　　　　　　9.4

561.3　　　　　　　　9749

Li゛

K ゛

Na ゛

Ca2 ゛

Mg2 ゛

Fe2 ゛

A13  ゙

計

ppm
n.d

1.01

166

24.07

0

0

0

191

mMol

0.0258

7.22

0.6005

ppm
0.017

0.150

22.5

4.605

0.171

0.668

0.610

28.7

mMol
0.0025

0.0038

0.978

0.1149

0.0070

0.0119

0.0226

ppmn.d

1.28

184

2.480

0

0.090

0.075

188

mMol

0.0327

8.00

0.0619

0.0016

0.0028

ppm
0.140

5.20

1068

2349

0

0

0.062

3422

mMol
0.0201

0.133

46.44

58.60

0.0013

ci-

SO42“

HCO3 ゛

COgZ-

OH-

HSiO3-

SiOgZ-

B02-

計

45.27

301.0

15.96

4.19

0.918

38.02

0.20

405.6

1.277

3.133

0.2616

0.0698

0.0540

0.4933

0.0026

4.487

7.57

48.4

5.806

0.680

11.34

0.087

78.4

0.1265

0.0787

0.793

0.0967

0.0400

0.1472

0.0012

97.31

204.1

46.76

3.449

0.680

23.32

2.944

378.7

2.744

2.124

0.7663

0.0575

0.0400

0.3026

0.0688

5595

239.8

24.06

1.77

0.221

9.26

2.72

5873

157.8

2.496

0.3943

0.0295

0.0130

0.120

0.0636

H2SiO3     I   36.03　
〉4.94 1　　　41.43 1

ﾂﾞ ｽﾞ)2　　 ぎ　　　　　 ・　プ　 ｜　　　　　ﾆ.009

計　　　i　36.03　j　　　　l　14.94　　　　　　　43.44　1

18.76

3.71

0

22.47

１　　　 ｜　　　　　｜
総 計　632.7　　　　　　　　122.0　　　　　　　　610　　　 ，

i　　　　　　　　　　　　 ！
9318

分析者　　平野富雄　田嶋縒子



図15　丹沢山地温泉・鉱泉のメタ珪酸溶存量

図16　ci-一SO42-－ΣCO2 モル比 図17　Na－Ｃａ－Ｍｇモル比
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孔内検層と揚水テスト

掘さく終了後，清水で孔内を十分に洗滌し約１～２ヶ月放置した。昭和43年９月20日に検層と

揚水テストを行なった。

１号井（ 長者舎）

ケ－ジンク管下端の附近の5 m崩かいのため検層用プp ―ブの挿入が出来ないので，揚水試験

のみを実施した。ケ－ジンク管天端より水位が4.47m低下し，毎分6.μの泉水が定常的に揚水

された。

２号井（ 日陰沢橋）

毎分0.7ぶの泉水が常に自噴している。毎分3 lの揚水で孔内水位はケーシングパイプ天端よ

り3.80m 低下し定常状態に達する。

図18は揚水前の２号井の検層図である。丹沢の他の孔井の場合と同様著しく地層と比抵抗値が

高い。温度検層・示差温度検層曲線は揚水中の温度分布と全く同様で特に有力な湧水帯のないこ

とを指示している。１号井.   2号井とも揚水経続時間に対する孔内水位の低下状況を連続的に追

跡出来なかったので，地層の透水量係数を計算することは出来ない。 しかし断層地帯であるにも

かかわらず，特に透水性のよい岩相はなく， 地層の透水係数は10 ’^cM/secオーダーの小さいも

のと推定される。

ま と め

神の川流域では深度1000mm以浅では4O℃以上の温泉を得ることはむずかしい。泉温25℃以

上の泉水は温泉法によって温泉として指定される。 本地城で25 °C以上の泉水を得るためには深

度数百米のボーリング孔を掘さくしなければならない。1 号井.   2号井によって求められた地温

勾配は意外に低い。　1号井の2.7 °C/100m の地温勾配を用いると深さ450  mで25 °Ｃの孔内温度に

なる。 地下水が地表に達するまでの冷却と.  450m のところに丁度泉脈が現われるとは限らない

ことを考えると，深さ650 ～700m の掘さくをしなければならない。

化学組成的に ゛温泉 となるためには，丹沢山地ではメタ珪酸含有量bQ 昭/≒の泉水を湧出さ

せることである。１号井,   2号井の湧水のメタは珪酸量を丹沢山地の中川，七沢両温泉や温研の

他の資料と共に図15に投影する。１号井.   2号井の湧水は水温が低いために十分なメタ珪酸を含

み得ないことが明瞭である。メタ珪酸m 琴/≒を含むためには泉水温度が2A ～25 °Ｃでなければな

らない。１号井の地温勾配を用いると深さ450m の地下水が湧出すればよい。泉脈の位置が丁度

450  mに現われるとは限らないので. 600 ～700m の孔井を掘さくする必要がある。



図18　2 号井検層図

A  ：比抵抗検層曲線

B  ：温度検層曲線

C  ：示差温度検層曲線

(昭和43年９月20日)
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